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Back-channels in the Conversation among Three Persons
―Perspective from Rapport Building―
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Abstract
The purpose of this study is to examine how three Japanese males use back-channels in two kinds of first-
encounter conversations, and to analyze the relationship between the use of back-channels and rapport build-
ing.
In one conversation, one person naturally takes a listener’s role and keeps using back-channels. His be-
havior seems to lead to rapport building. In another conversation, one person never uses back-channels and
the other persons use back-channels only sometimes. It seems that they do not pay attention to rapport build-
ing in the conversation.
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データ 会話参加者 非語彙的あいづち 語彙的あいづち 繰り返し 合計
12 J13 17 12 0 2９
J14 13 18 0 31
J15 181 21 2 204
13 J16 0 0 0 0
J17 7 7 3 17
J18 25 2 1 28
表3 会話参加者の用いたあいづちの種類と使用数
送り手
受け手 Ｊ13 Ｊ14 Ｊ15 合計
Ｊ13 20 9 29
Ｊ14 5 26 31
















データ 会話参加者 あいづちターン 通常ターン 総数 あいづちターン／総数
12 J13 29 166 195 14．9％
J14 31 185 216 14．4％
J15 204 96 300 68．0％
13 J16 0 91 91 0％
J17 17 172 189 9．0％




受け手 J16 J17 J18 合計
J16 0 0 0
J17 7 10 17


















→ 11 J15 ええ。
12 J14 まあ、大阪に比べたら当然なんですけど、やっぱり、まあ、ま、田舎というか→
→ 13 J15 はあ。
14 J14 まあ、そういうふうなまず印象が→
→ 15 J15 ああ。
16 J14 まず一つあって、あと、やっぱりその、歩いたら、お寺とか→
→ 17 J15 はあ。
18 J14 多いなあっていうのが→
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238 J13 はい。あの、例えば犬とか猫を飼ってるじゃないですか。
→ 239 J15 ええ、ええ。
240 J13 で、いつも同じ場所に夕方→
→ 241 J15 ええ。
242 J13 4時とかぐらいに、あの、こう、同じ場所に、その、電柱に止まって、そのカ
ラスが→
→ 243 J15 ええ。
244 J13 こう鳴いているんですけど、もうカラスの鳴き方って同じ、ねえ、カアカアっ
てこう鳴くのが→
→ 245 J15 ええ。
246 J13 こう、あの、一般的なあれなんですけども、
→ 247 J15 ええ。
248 J13 途中からワンとかですね。
→ 249 J15 えええ。
250 J13 あの、こう犬が、その、例えば犬、
→ 251 J15 ええ。
252 J13 飼ったりすると、
→ 253 J15 ええ。
254 J13 同じ鳴き方をまねするようになってきたんです、だんだん。
255 J14 ああ。








→ 103 J13 ああ。
104 J14 あの、北の方はいるらしいんですけど、何かこの辺ではあんまり見掛けないん
ですね。あの、大阪の方だったら、田んぼにはジャンボタニシの→
→ 105 J13 ああ。
106 J14 あのピンク色の玉がぱあって付いてたりして。あんまり、あの、この近辺は、
あんまりいないみたいですね。
→ 107 J13 ああ。
108 J14 何かその辺がちょっと、田んぼをふと見てたときに、何か足りないなと思った
ら→
→ 109 J13 ああ。
110 J14 それが。あ、タニシ少ないって。ええ。







→ 381 J14 やっぱりそうですか。
382 J15 町の中に自然が入ってるっていうのが、やっぱり一番うれしいなということで
すね。
→ 383 J14 ああ、そうですか。
384 J15 あの、私は学部のころに、あの、名古屋に住んでたことあるんですけどね。




→ 387 J14 はい、はい、はい。
388 J15 奈良に帰ってきたら、やっぱり自然があると、まだまだアスファルトで舗装さ
れてるとこじゃなくて、土のところもあるとか。





















→ 328 J17 春日大社。
329 J18 法隆寺とか、薬師寺とかも行ってるはずやし。
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→ 330 J17 ああ、薬師寺。











































→ 113 J18 いや、学園前までだったら、歩いて行くから。
114 J17〈笑い〉チャレンジャーやな。意外と遠かったんで、あそこら。
→ 115 J18 40分から50分ぐらいだったら、歩いて行かれへん（↑）こっからやったら大体。
























→ 309 J18 └でも神社で出すもんじゃねえような気がする。
310 J17 まあ、お寺で、ローズティーはうまいぞ。一度行ったらわかるで。
→ 311 J18 いや、紅茶嫌い。
312 J17 うえっ。嫌いなんかい（↑）




→ 317 J18 紅茶のあの香りがいや。



































































FitzGerald, Helen.（2003）. How Different Are We? Spoken Discourse in Intercultural Communication. Clevedon: Multilingual
Matters.
Kita, Sotaro and Sachiko Ide.（2007）. Nodding, aizuchi, and final particles in Japanese conversation: How conversation reflects
the ideology of communication and social relationships. Journal of Pragmatics,39,1242―1254.
96 大 塚 容 子
